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手話教室 －応用－ 今出川

通年・水曜４講時 ～

手話通訳士 梅本 悦子

聴覚障がいは｢情報｣と｢コミュニケーション｣にバリアがありますが、社会制度や法律が整備されていれ

ば、不便だけれど社会参加の妨げにはなりません｡

でも、制度が整えば大丈夫というわけではなく､情報・コミュニケーションの壁が社会に存在することを

多くの人が理解し、さまざまな場面での支援が必要です。

授業では､入門で学んだ基礎的な知識に加え､聴覚障がいにかかる福祉制度や法律などを学びます｡そし

て、自分自身の生き方を基本に置き､どのような社会が望ましいのかを考えていきます。

豊かな手話表現を学び､ろう者との手話での会話も楽しみましょう。

 
■募集人数  手話経験１年以上の方 ２０名

※他大学学生・市民は１０名まで

■テキストなど なし

■必要な費用 なし

■注意事項 欠員が生じた場合､１年以上の経験者であれば秋学期からの受講が可能です。

「入門」と「応用」の両方を同じ年度に受講することはできません。

回 講座内容

春
学
期

オリエンテーション、自己紹介

形、動作を工夫して表現

～４ 意味をつかんで表現

～６ 位置、方向を工夫して表現

ゲストスピーカーによる講義

～９ 表情、強弱、速度を工夫して表現

春学期のまとめ

秋
学
期

「夏休みのできごと」発表

位置・方向を工夫して表現

指さしを使って表現

体の向きをかえて表現

～ 空間を活用して表現

指さしや視線を使って表現

ろう者と話そう

レポート発表の準備

レポート発表

 

 

 

 

 

 

今出川

通年・木曜 講時 ～

同志社大学専従オルガニスト 川崎 寿美

同志社大学の今出川キャンパスには、現在２台のパイプオルガンがあり、普段オルガンはチャペル・ア

ワー、メディテーション・アワー、結婚式などに使用されています。

オルガン講座を始めて今年で３年目となりました。今までオルガン講座を受講された方たちのほとんど

は、オルガンを弾くことが初めてです。パイプオルガンは聴いたことがある、興味はあるけれど触ったこ

とも弾いたこともない方に、ぜひ参加していただきたい講座です。

オルガン講座では、オルガン奏法の基礎知識（手鍵盤だけでなく足鍵盤も使用）を学び、弾きやすいオ

ルガン曲（バッハコラールや聴きなじみのある曲など）、讃美歌などを実際にパイプオルガンで弾くことを

目的として、また、さまざまな時代のオルガン曲を演奏してもらいたいと考えています。講座終了時には、

皆さんで練習の成果を聴きあう発表会を行います。本物のパイプオルガンに触れ、パイプから流れる美し

い音色を身体で感じ取っていただけることを願います。

■募集人数 名

※同志社大学在学生に限ります。

※鍵盤楽器（バッハ・インベンション程度）がある程度弾ける方。

※原則として、通年で講座に参加できる方。

※応募者多数の場合は抽選となります。

■テキストなど なし（使用する場合は後日お知らせします）

■必要な費用 テキスト代（テキストを使用した場合のみ）

■注意事項 オルガン演奏のためのシューズを各自用意すること。（後日相談します）

２回以上、無断欠席や遅刻があり、出席状況に改善の見られない場合、受講を中止

していただくことがあります。

回 講座内容

春
学
期

オリエンテーション、自己紹介

パイプオルガンのしくみ、音色の紹介

～ 基礎練習（手鍵盤）

～ 基礎練習（足鍵盤）

～ 楽曲練習

春学期のまとめ

秋
学
期

パイプオルガンの歴史

教会でのオルガンの役割

～ 讃美歌奏法

～ 楽曲練習

～ クリスマスオルガン曲練習

秋学期のまとめ（発表会）

パイプオルガン講座 

－ 基礎編 －

 


